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連
合
五
島
地
協
は
２
０
２
０

年
１
月
10
日
（
金
）
18
時
よ
り

「
は
た
な
か
」
に
於
い
て
「
五
島

地
協
２
０
２
０
年
旗
び
ら
き
」

を
、
来
賓
を
含
め
35
人
参
加
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

挨
拶
で
黒
岩
議
長
は
、「
１
９

９
０
年
（
平
成
２
年
）
に
結
成
さ

れ
た
連
合
長
崎
は
「
結
成
30
年

周
年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
る
。
ま
た
、
五
島
地
協
も
来

年
は
「
結
成
10
周
年
」
に
な
る
。

平
成
時
代
と
と
も
に
歩
み
を
積

み
重
ね
て
き
た
連
合
の
運
動
を
、

引
き
続
き
「
次
な
る
飛
躍
」
へ
と

継
承
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
私
た
ち
は
こ
の
節
目
に

あ
た
り
、
今
一
度
、
結
成
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
使
命
と
役
割
を

再
認
識
し
合
う
と
同
時
に
、
時

代
の
変
化
に
も
適
応
し
た
「
あ

る
べ
き
運
動
の
創
造
」
に
も
心

血
を
注
い
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
う
し
た
想
い
を
共
有

し
な
が
ら
、
次
代
へ
と
つ
な
ぐ

運
動
課
題
に
対
し
て
、
一
丸
と

な
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
一

年
に
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
将
来
を
見
据
え

て
重
要
な
対
応
を
進
め
る
２
０

２
０
年
と
な
る
。
各
単
組
の
み

な
さ
ん
の
各
段
の
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
。 

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て

連
合
長
崎
高
藤
事
務
局
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
来

賓
の
岩
永
副
事
務
局
長
、
山
田

博
司
県
議
、
草
野
市
議
、
野
川
労

金
支
店
長
、
椎
野
全
労
済
長
崎

推
進
本
部
次
長
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
黒
岩
議
長
の
乾
杯
で
交 

１
月
18
日
（
土
）
長
崎
市
の

矢
太
樓
に
お
い
て
「
連
合
長
崎

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
討
論

交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
五
島

地
協
か
ら
２
人
参
加
し
ま
し
た
。

連
合
長
崎
の
宮
﨑
会
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
基
調
講
演
Ⅰ
と
し
て

連
合
本
部
労
働
条
件
・
中
小
労

働
対
策
局
大
久
保
局
長
よ
り

「
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
方 

針
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
引
き
続
き
基
調
講
演
Ⅱ 

と
し
て
長
崎
県
労
働
局
雇
用
環 

境
均
等
室
篠
崎
室
長
補
佐
よ
り

流
会
に
入
り
最
後
は
黒
岩
議
長

の
連
合
五
島
地
協
・
各
単
組
の

発
展
を
祈
念
し
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。 

  

「
働
き
方
改
革
・
改
正
労
働
法

へ
の
対
応
」
つ
い
て
講
演
を
受

け
、
引
き
続
き
、
連
合
長
崎
種
村

副
事
務
局
長
よ
り
「
連
合
長
崎

の
２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
の

取
り
組
み
と
２
０
２
０
年
地
域

ミ
ニ
マ
ム
運
動
」
に
つ
い
て
提

起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
労
働
金
庫
長
崎
県
本

部
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

長
崎
推
進
本
部
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
を

う
け
ま
し
た 

「
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
」
と

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
」
を
実
現
す
る 

日
出
生
台
集
会 

 

日
米
地
位
協
定
は
、
１
９
６

０
年
（
昭
和
35
年
）
1
月
19
日

に
新
日
米
安
保
条
約
第
⒍
条
に

基
づ
き
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
在
日
米
軍
の
あ
り

方
を
定
め
た
非
常
に
重
要
な
協

定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
締
結
か

ら
半
世
紀
、
一
度
も
改
訂
さ
れ

ず
冷
戦
終
結
後
の
情
勢
や
安
全

保
障
観
の
変
化
に
全
く
対
応
で

き
て
い
な
い
「
時
代
錯
誤
的
な

協
定
」
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
お

得
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
多
く
の

問
題
が
生
じ
る
と
同
時
に
、
日

本
側
に
か
な
り
不
利
な
運
用
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
合
は
米

軍
基
地
問
題
の
解
消
を
め
ざ
し

「
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
」
と

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
」
に
取
り
組
む
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
方
針
を
う
け

て
今
年
も
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

は
１
月
25
日
（
土
）
大
分
県
玖

珠
町
で
日
出
生
台
集
会
を
開
催

し
た
。
集
会
に
は
九
州
各
地
か

ら
４
５
０
０
人
の
組
合
員
が
結

集
し
、
連
合
長
崎
か
ら
も
１
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会

で
は
「
在
日
米
軍
基
地
の
整
理

縮
小
」「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
」
を
実
現
す
る
た
め

の
運
動
を
、
引
き
続
き
地
域
や

職
場
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

恒
例
の
五
島
地
区
労
働
者
福

祉
協
議
会
主
催
の
磯
釣
り
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

① 

日 

時 

２
月
22
日
（
土
） 

②
地 

域 

五
島
一
円 

③
参
加
費 

無
料 

・
船
賃
、
エ
サ
代 

本
人
負
担 

＊
参
加
者
は
単
組
を
通
じ
て
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

＊
保
険
（
行
事
ス
ポ
ッ
ト
共
済
）

に
加
入
し
ま
す
が
、
け
が
等
は

自
己
責
任
で
す
。
注
意
を
！ 

五
島
地
協
２
０
２
０
年 

旗
び
ら
き
開
催 

黒岩議長挨拶 


